
様式 3 
   事業実施計画書 

 
所在地 

団体名 

代表者名 

福岡市博多区博多駅東１-１-16 第２高田ビル２Ｆ 

公益社団法人 福岡県介護福祉士会 

会長 江口 賀子 

事業名称 多職種連携における介護福祉士の役割等を効果的に習得する

ための研修プログラム開発事業 

事業の概要 

（200字以内） 

介護福祉士を含む介護職が連携する多くの専門職の立場か

ら、介護福祉士に期待される役割や、備えて欲しい知識・技

術等について学びを得るモデル研修を行い、その効果検証を

行ったうえで、当該研修のガイドラインを作成する。 

事業の区分 

（該当する項目に〇） 

1. 全国に普及することが望まれる新たな着眼点のある事業 
2. 既存の独自性がある取組みの効果を検証する事業 
3. その他の事業（                 の事業） 
 

※上記の目的に合致すると判断した理由 

近年の複雑多様なニーズを抱える利用者支援においては、
多職種連携が重視されているが、介護福祉の専門職として、
多職種の中で自らの役割を、自信をもって説明できない者が
少なくない実態がある。 

日本介護福祉士会においては、介護職が連携する各専門職
の立場を体験するなかで、各専門職の役割や介護福祉専門職
の役割を理解する研修ガイドラインを示しているが、より深
い学びとするためには、各専門職の立場からの学びが効果的
であるとの仮説がある。 
 

事業実施期間 令和５年 5月～令和６年２月 

（研修会実施予定 ８月～１２月） 

事業実施体制 

 

 

○企画・運営 

 「多職種連携における介護福祉士の役割等を効果的

に習得するための研修プログラム開発事業」実行委員

会の設置 

・委員長１名 

・委員 ３名 

・事務局２名 

○講師陣 

・県看護協会推薦者 

・県理学療法士会推薦者 

・県介護支援専門員協会推薦者 

・県薬剤師会推薦者 

・県老人施設協議会推薦者 

 ※介護福祉士の役割を考えるうえで、経営者視点等からの 

連携について学ぶため。 

事業対象者 多職種連携を実施している介護福祉士（研修受講者） 

事業の目標・効果 

（200字以内） 

 

介護福祉の専門職が自らの役割を認識し、多職種連携の中

で、自信をもって役割を担うことができる介護福祉士を育成

するための効果的な研修ガイドラインを構築する。 
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 そのうえで、当該ガイドラインを周知することで、多職種

連携を図ることができる人材を育成する道筋を構築する。 

 また、当該取組を通し、各専門職団体においても介護福祉

の専門職の役割等に向き合っていただくことで、当該役割等

の認識を広める効果を得る。 

 

目標達成のために 

講じる措置 

（300字以内） 

○研修の参加者の募集 

・関係団体の協力を得て企画・実施したうえで、事業者団体

の協力を得て広報活動を行い、各回 50名の研修参加者を得る 

○効果検証 

・受講者を対象として、受講時の受講満足度調査に加えて、

研修受講後（１か月程度）に、他職種連携に係る効果を確認

するアンケート調査を実施する。 

○ガイドラインの作成 

・モデル研修の実績及び効果検証結果を踏まえ、当該研修の

実施方法等についてガイドラインを整理し、横展開を図るこ

とで、多職種連携における介護福祉士の役割等を理解する取

組の促進を図る。 

 

事業実施スケジュール 

 

 

 

 

 

６月～ 受講者募集 

８月～ 研修第１回目受講者申込 

    締切・取りまとめ（以降毎月全５回実施） 

 〃  実施・アンケート    （以降毎月全５回実施） 

    効果測定実施、ガイドラインの整理 

1月  アンケート取りまとめ 

２月  ガイドライン作成・報告 

備考 

 

 

・５月、11月、１月 委員会開催予定 

・対面開催を行う予定であるが必要に応じてオンライン 

研修に切り替える 

・ガイドライン作成に当たっては、日本介護福祉士会に意見

等を求めることも検討中。 

 


